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と
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来
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見
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し
て
い
ま
し
た
。
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の
身
は
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分
で
守
る

　「
土
の
う
」
の
活
用
術
を
学
ぶ

▲講師を務めた安本治之副団長
（ 右） と内田秋夫本部長（ 左）

１ _講師の安本副団長と 内田本部長から土のう の作り 方の説明を受ける様子。 ２ _参加者全員で作成し た土のう を

積み上げる様子。 積み上げには長手積みと 小口積みの工法を学んだ。 ３ _木槌で側面と 上面を叩き、 積み上げた

土のう 間の隙間を埋める工程。 ４ _積み上げた土のう が流さ れないよう に金属の杭で固定する。

３３ １１４４ ２２

情報収集が身を守る

国土交通省災害ハザードマップ

　 洪水（ 想定最大規模） や土砂
災害予想エリ アなど災害警戒レ
ベルを色別に身の回り の災害リ
スクを調べることができるポー
タ ルサイト です。

気象庁ホームページ

　 雨雲の動き や台風情報のほ
か、 洪水、 土砂災害の危険度分
布などに関する防災情報が提供
さ れています。

インタ ーネッ ト による情報収集 テレビの（ d ボタン）

▲防災情報（ 天気予報
や降雨状況、 河川水位な
ど） を確認できます。
※「 d」 ボタ ンはテレビ
の機種によって配置が異
なり ます。

台風シーズンが到来します台風シーズンが到来します

普段の備えと避難行動を確認しまし ょ う

こ こにも、 一つの物語。

広報かわねほんちょ う 8

　 近年、 集中豪雨等による水害が頻発し ており 、 短時間で河川が増水し たり 、 堤防が決壊し て甚大な被害

が発生する事例も増えてきています。 洪水時の被害を最小限にするためには、 平時より 水害リ スクを認識

したう えで、 氾濫時の危険箇所や避難場所についての正確な情報を知っていただく ことが何より重要です。

　 皆さ んは、 水害から住居を守るため普段から対策を行っていますか。 台風や集中豪雨による被害を最小

限に抑えるためには、 非常持出品の準備はもちろんのこと 、 住居や家財が被害に遭わないための備えも必

要です。 今回の特集では、 水害対策について紹介します。



避難情報を知ろう

▲災害発生までに時間がない場合や
水害が発生した場合には、 避難所ま
で行く のに間に合わないこともあり
ます。
　 また、 夜間での移動は見通しが悪
いため避難中に被災するリ スクも高
いほか、 周辺が浸水している場合や
風雨が強い場合には、 外への避難さ
え危険になることもあります。
　 このよう な状態では、 一時的にで
も垂直避難が適しています。

自宅の2階などへ「 垂直避難」

警戒レベル 住民が取るべき避難情報など 目安の気象情報

5 緊急安全確保 大雨特別警報

～警戒レベル4 までに必ず避難！～

4 避難指示 土砂災害警戒情報

3 高齢者等避難
大雨警報
洪水警報

2 ハザードマップなどで避難行動を確認 大雨洪水注意報

1 災害に対する心構えを高める 早期注意情報

【 高齢者や障害のある人など避難に時間がかかる人は、 移動時間を考えて早め

に避難し まし ょ う ！】

防災気象情報（ 警報など）・ 避難情報と、 私たちが取るべき行動

小中学校や公民館に行く こと
だけが避難ではありません！
「 避難」 と は「 難」 を「 避」
けること 。
下の４ つの行動があり ます！

「 避難」 って

何すれば

いいのだろう ？

地区の避難場所への
立退き避難

小・ 中学校

集会所

自ら携行するもの

・ 貴重品

・ 衛生用品、 救急用品

・ 下着

・ 水、 食料　 等

安全な親戚・ 知人宅
への立退き避難

親戚・ 知人宅
普段から災害時に避

難することを相談し

ておきましょ う 。

※ハザード マッ プで安全か

どう かを確認しまし ょ う 。

安全なホテル・ 旅館
への立退き避難

ホテル 通常の宿泊料が必要

です。 事前に予約・

確認しましょ う

※ハザード マッ プで安全か

どう かを確認しまし ょ う 。

屋内安全確保

※立退き避難が原則です。

ハザード マッ プで以

下の「 3つの条件」を

確認し自宅の安全性

を把握しましょ う 。

想定最大浸水深

「 3つの条件」 が確認できれば浸水の危険があっても自宅に留まり 安全を確保すること も可能です

➊「 家屋倒壊等氾濫想定区域」に入っていない　 ➋浸水深より居室は高い　 ➌水・ 食料などの備えが十分
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